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２０２０年度

成立実績は

１万人超え

その原因は

出向の増加

大量送出等で

企業からお預かり

した方々
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産業雇用安定センターの取組

ＣＢ事業

ＪＩＫ出向



産雇Ｃ長崎事務所の出向・移籍成立実績

◎２０１９年度と２０２０年度の違い

①．２０２０年度上期、出向受入先が停止し、後半持ち直すも

通年の実績は半減（一般出向先は、通常に戻りつつある）

②．ＪＩＫ出向も、今後の出向拡大には、ＰＲが必要

③．その分一般移籍でカバーしたが「コロナ禍」と言うよりも

「耐震建替え」による、一旦解雇

④．移住は「コロナ禍」により、希望者は増えているが、もう

少し落ち着くまで、実動は見送っている

⑤．６０歳以上の方々の、再就職意欲が、増している



業種 職種 業種 職種 場所 開始日 期間

↓ 2021年度

16 JIK出向 宿泊 運転手 50 学校 運転手 県内 2021.7 1年
15 一般出向 観光 運転手 30 倉庫 作業員 県内 2021.6 4ヵ月
～ （4人） ～
12 50
11 一般出向 製造 組立工 20 製造 組立工 県外 2021.6 6ヵ月
～ （5人） ～
7 30
6 一般出向 製造 警備員 60 警備 警備員 県内 2021.6 6ヵ月
5 一般出向 製造 警備員 60 警備 警備員 県内 2021.6 6ヵ月
4 JIK出向 宿泊 調理師 20 飲食 調理師 県内 2021.6 6ヵ月
3 40
2 一般出向 製造 組立工 20 製造 組立工 県外 2021.4 6ヵ月
1 20

↓ 2020年度

89 一般出向 製造 営業員 30 製造 営業員 県外 2021.4 6ヵ月
88 一般出向 製造 組立工 40 製造 組立工 県外 2021.4 1年
87 （4人） ～
86 50
85
84 JIK出向 宿泊 接客員 30 飲食 接客員 県内 2021.3 6ヵ月
83 50
82 JIK出向 宿泊 接客員 20 事務 接客員 県内 2021.3 6ヵ月
～ （10人） ～
73 40
72 一般出向 製造 部品加工 30 製造 機械工 県内 2021.3 1年
71 （5人） ～
70 40
69
68
67 一般出向 製造 事務員 30 製造 事務員 県内 2021.3 15ヵ月
66 一般出向 製造 組立工 30 製造 組立工 県外 2021.4 6ヵ月
65 一般出向 製造 電気工 30 施設管理 保全員 県内 2021.4 9ヵ月
64 30
63 一般出向 製造 組立工 20 製造 組立工 県外 2021.2 6ヵ月
～ （9人） ～
55 30
54 一般出向 製造 組立工 20 製造 機械工 県外 2020.12 6ヵ月
～ （15人） ～
40 50
39 一般出向 製造 組立工 30 製造 機械工 県外 2020.12 6ヵ月
～ （4人） ～
36 40
35 JIK出向 宿泊 調理師 40 宿泊 調理師 県内 2020.12 2年
34 JIK出向 宿泊 調理師 20 飲食 調理師 県内 2020.12 6ヵ月
33 40
32 一般出向 製造 組立工 40 製造 組立工 県外 2020.12 4ヵ月
31 50
30 一般出向 製造 組立工 30 製造 組立工 県外 2020.11 5ヵ月
29 40
28 一般出向 製造 組立工 40 製造 組立工 県外 2020.11 1年
～ （4人） ～
25 50
24 JIK出向 宿泊 調理師 40 宿泊 調理師 県内 2020.8 1年
23 一般出向 製造 組立工 20 製造 機械工 県外 2020.6 6ヵ月
～ （18人） ～
6 50
5 一般出向 製造 組立工 30 製造 機械工 県外 2020.6 6ヵ月
～ （5人） ～
1 40
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歳
代

産 雇 Ｃ 長 崎 事 務 所 の 出 向 実 績 内 訳



出向（雇用シェア）の進め方

出向の手続き上、必要な書類

Ｐ２２ 『出向協定』 対「労働組合」

Ｐ２４ 『出向に関する就業規則』対「従業員」

Ｐ３０ 『出向契約書』 対「出向先企業」

対「出向従業員」

出向支援はこれまで経験のない「社会保険労務士」でも

基本は『協定』『規則』『契約書』なので対応は可能

従って「社会保険労務士」の無料派遣は出向推進に必須

どちらが負担するかの、法令的決まりはありませんので

常識に従って決めて行けば、ＯＫです

常識では

“戸籍”に係わる事は “座席”に係わる事は

(将来に渡る)出向元 Ａ社 (一時的な)出向先 Ｂ社

Ｃさんは、出向していても Ｂ社に出向している

Ａ社社員 Ａ社社員

給料は、 Ａ社が支払う 働いた分、Ｂ社がＡ社に

出向負担金を支払う

就業時間・休日は Ｂ社に従う

出張旅費は Ｂ社の仕事で出張したので

Ｂ社が支払う

社会保険は

(雇用・健康・介護・厚生) Ｂ社の仕事をして怪我を

当然“籍”のあるＡ社 をするので「労災」はＢ社

賞与も退職金も

もちろんＡ社が支払う

そこに座ってそこの仕事を

しているなら

「郷に入っては郷に従え」
勤続何年にも加算する

人事考課もＢ社に聞いてＡ社で決める

Ａ社は完全週休二日制で、月稼働日は２０日

Ｂ社は隔週週休二日制で、月稼働日は２２日

差２日分は、休日出勤としてＡ社が負担する

など、「出向従業員」が

この出向で不利になる場合

何らかの“誠意”を見せる

出向契約は

三者会談



出向（雇用シェア）の目指す方向性

コロナ禍だから、仕方なく出向

ではなく、出向をもっと活用しませんか

コロナが無くても

①．繁忙期・閑散期はある

②．季節物・収穫期は、毎年やって来る

③．経済の変化で、売上げは上下する

④．新商品・新事業の立上げは、いつも忙しい

⑤．働き方改革と言うけれど

日本は、終身雇用の歴史があったので

出向は、悪い事のイメージがあった

しかし、出向が、もっと簡単に出来たら

絶対に働きやすくなる

業種を越えて、職種を越えて

時には、第一次産業・第二次産業・第三次産業の

壁も越えて、

人口減少・高齢化

働き方改革・ワークライフバランス

いろいろな問題が、一気に解決すると思いませんか

特に、長崎は特に、長崎は

ただ逆に、経験・スキルを積んだこれまでの仕事と、応援で

行う出向先での仕事では、レベル低下が否めず、それは賃金

の低下に連動する、緊急時は助成金による補填もあるが

通常時に出向を常用化するには賃金差の問題が立ちはだかる


